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一　般　会　計
歳 入 決 算 額 454億 2,181万円

歳 出 決 算 額 437億 7,559万円

歳 入 歳 出 差 引 額 　16億 4,622万円

実 質 収 支 　14億 5,533万円

特　別　会　計
歳 入 決 算 額 222億 3,583万円

歳 出 決 算 額 213億 8,353万円

歳 入 歳 出 差 引 額 　　8億 5,230万円

実 質 収 支 　　8億 4,850万円

※ 企業会計は市議会だより 8月 1日号にて報告済

一般会計歳入構造
区　分 金額・指数 前年対比

自 主 財 源 272億円 ＋ 6億円

依 存 財 源 182億円 ＋ 8億円

財政力指数（単年度） 0.880 － 0.112

実 質 公 債 費 比 率 14.3 －1.7

将 来 負 担 比 率 94.1 － 36.2

平成22年度決算

一般会計は基金積み立てに 30億円
将来負担に備え
健全財政を目指す

平成 22年度決算概要
　平成 22年度決算は、一般会計をはじめ、15の特
別会計と２つの企業会計で、歳出総額 781億 8,887
万円となりました。
　一般会計では、今後予定される現病院の清算や
（財）掛川市開発公社解散に備え、財政健全化基金
や財政調整基金に前年度比 27億 3,825万円増の積
み立てを行い、約 74億円の年度末基金残高を確保
しました。
　歳入面では、個人市民税が８億円ほど減少する
厳しい状況でしたが、法人市民税では景気の持ち
直しの動きが見え始め、前年度決算に比べ約６億
円の増額となりました。
　歳出面では、南北道路の整備や同報無線の整備
など新市建設計画の重点プロジェクトの推進をは
じめ、「東部ふくしあ」の開設や子供医療費助成
の対象拡充、全小中学校への太陽光発電施設整備
など、多くの財政需要と市民要望に対応しました。

　「実質公債費比率」は昨年の 16.0から 1.7ポ
イント改善、県内順位はワースト 3位から 6位
となった。
　「将来負担比率」も昨年の 130.3から 36.2
ポイント大幅改善、ワースト 4位から 8位と
なった。
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　平成 22年度決算議案は、一般会計と特別会計の２つの特別委員会を設置し、審査を行いました。
　一般会計は、9月 20日～ 22日の 3日間、特別会計は、9月 20日に開催され、審査の結果いずれも原案
のとおり認定すべきものと決しました。また、9月 30日の本会議において、両特別委員会の審査経過及び
審査結果が委員長より報告されました。

決算特別委員会委員長報告

●掛川市国民健康保険特別会計
平成 22年度の国保財政は大変厳しいとい
う前提で、一般会計から 7億円を繰り入れし
たと思うが、5億 5,441円の黒字決算であ
る。22年度の決算状況をどう総括している
のか。

昨年に約 8億 2千万円不足するという見込
みで、賦課基準の改正をお願いしたものであ
り、黒字となった大きな要因は、例年になく、
インフルエンザの医療費の伸びがなかった
ことによるものである。

●掛川市介護保険特別会計
高齢者に対する介護予防施策の内容は何か。

通所型及び訪問型の複合型で実施しており、
しゃっきり度チェック・ぴんぴん教室を各
公会堂で実施している。

●掛川駅周辺施設管理特別会計
駐車場利用 15分の無料化をはじめたが、効
果はどうか。

昨年の 10月から試行を含めて実施し、無料
化前の駅北駐車場では、昨年の 4月から 9月
まで、需要が前年度の 96.3% で、無料とした
10月から 3月までは、102.7% となった。

●掛川市温泉事業特別会計
平成 22年度の一般会計の繰入金が 5,804
万円であるが、この 3年間どれくらいの推移
になっているのか。

平 成 22年 度 が 5,804万 円、21年 度 が
5,499万 1,000円、20年 度 は 基 金 を 取
り崩したため、それを含めて 1億 4,899万
9,000円である。

この委員会で交わされた主な質疑は次のとおりです。 この委員会で交わされた主な質疑は次のとおりです。

一般会計における職員数及び時間外勤務時
間数と有給休暇の取得日数について。

正規職員は 720人、非常勤職員は 257人
である。時間外勤務時間は平均 119.47
時間、有給休暇は平均 7日と 7時間である。

地籍調査の掛川区域の進捗率は何％か。

19％で掛川区域ではあと 150平方キロ
ある。今後はまず上内田地区を終了させ、
さらに伊達方南工区等を完了させること、
その上で庁内でよく検討し実施していき
たい。

防災ラジオの配付がまだ 3割となってお
り、整備が必要と思うが今後の配付目標は。

平成 21年度から 3年間で 1万 5千台を配
付し、7割としたい。

地域環境整備調整費について。

地区要望は各区から 3本ずついただき、
558件を処理した。また、緊急的な修繕工
事は 789件を処理した。

太陽光発電の補助金が 2万円から 4万円に
なったが、環境日本一を掲げているので補
助率を上げてもよいのではないか。

5市先進地サミットの都市を比較すると補
助金は少ない状況である。検討して当初予
算に反映していきたい。
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特別会計決算
特別委員長報告（抜粋）

一般会計決算
特別委員長報告（抜粋）
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平成23年度９月
一般会計補正予算の概要と特徴

１．主な防災関連予算は
① 小中学校校舎（8校）と城東中学校体育館補強事業

県の耐震基準に満たない小中学校と城東中学校の体育館耐震化の計画を前倒しして実施します。

② 同報無線有線回線解消工事費
無線化工事をすることにより大東区域の個別受信機用回線が遮断する心配が解消されます。

③ 津波対策関係印刷費等
大東、大須賀区域の自主防災会等に配布する避難地と海抜を示した地図などの印刷をします。

２．再生可能エネルギーの普及促進
① 土方幼稚園太陽光発電設備設置等整備事業費

幼稚園への太陽光発電設備設置とソーラー人形を製作します。

３．主な雇用対策・産業振興予算は
① 緊急雇用対策事業　　　

４事業を追加し新たに 11人の雇用を創出し、当初予算と 6月補正を合わせると 41事業、146人の
雇用を創出します。

４．将来の財政需要に備えて
① 財政調整基金積立金

現病院閉院時の清算や財団法人掛川市開発公社解散時の清算などに対応するために積立します。

◎臨時財政対策債は、元利返済の 100％が交付税で措置される起債です。

1. 補正規模 10億 7,923万円
2. 補正後の予算額 431億 9,967万円

東日本大震災を教訓に
防災・雇用対策等の予算を増額・追加

4,880万円追加

430万円追加

90万円増額

2,138万円増額

5億円増額

582万円追加

歳　入
① 前年度繰越金 10億 533万円
② 臨時財政対策債 2億 800万円
③ 市税 1億 8,490万円
④ 地方交付税 8,403万円
⑤ 国県支出金 3,885万円
⑥ その他の地方債 1,250万円
⑦ その他 △ 1,101万円
⑧ 繰入金 △ 4億 4,336万円

歳　出
① 財政調整基金積立金 5億 0,000万円
② 地域環境整備調整費 5,000万円
③ 緊急雇用対策事業 2,138万円
④ 産業立地奨励事業補助金 3億 0,000万円
⑤ 市単街路事業 1,730万円
⑥ 小中学校校舎耐震化事業 4,880万円
⑦ 土方幼稚園太陽光設置費 582万円
⑧ その他 1億 3,594万円

９月補正の特徴
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2012年初夏の完成を目指す区間
新東名 御殿場 JCT ～三ヶ日 JCT 約 162㎞

【提供：中日本高速道路株式会社】

「新東名高速道路」(御殿場 JCT～三ケ日JCT)は来年初夏開通される予定です
　新東名高速道路の御殿場 JCT から三ケ日 JCT までの間（延長 約 162km）は、平成 24年初夏の開通
を目指して事業が進められています。これまでは平成 25年 3月 31日の開通予定でありましたが、現東
名とのダブルネットワーク化による災害などの緊急時の代替性や地元の要望に対応するため鋭意事業を
推進したことにより、早期の開通となります。
本市も（仮称）森掛川 IC が、新たな広域交通主要施設として整備され、経済発展が期待されます。

議　案　名

全
会
一
致
可
決
・
認
定
・
受
理

平成 23 年度掛川市後期高齢者医療保険特別会計補正予算（第
１号）について

平成 23 年度掛川市介護保険特別会計補正予算（第１号）につ
いて

平成 23 年度掛川市水道事業会計補正予算（第１号）について

掛川市都市計画税条例の一部改正について

東遠学園組合規約の変更について

市道入山瀬線築造工事第一工区請負契約の締結について

市道入山瀬線築造工事第二工区請負契約の締結について

市道入山瀬線築造工事第三工区請負契約の締結について

掛川市道路線の廃止について

掛川市道路線の認定について

掛川市道路線の変更について

平成 22 年度掛川市簡易水道特別会計歳入歳出決算の認定につ
いて

平成 22 年度上西郷財産区特別会計歳入歳出決算の認定について

平成 22 年度桜木財産区特別会計歳入歳出決算の認定について

平成 22 年度東山財産区特別会計歳入歳出決算の認定について

平成 22 年度佐束財産区特別会計歳入歳出決算の認定について

健全化判断比率の報告について

掛川市簡易水道特別会計資金不足比率の報告について

掛川市公共下水道事業特別会計資金不足比率の報告について

掛川市農業集落排水事業特別会計資金不足比率の報告について

掛川市浄化槽市町村設置推進事業特別会計資金不足比率の報
告について

議　案　名

賛
成
多
数
可
決
・
認
定

平成 23 年度掛川市一般会計補正予算（第３号）について
平成 23 年度掛川市国民健康保険特別会計補正予算（第１号）
について
掛川市いこいの広場条例の一部改正について
掛川市安養寺運動公園条例の一部改正について
掛川市下垂木多目的広場条例の一部改正について
掛川市海洋センター条例の一部改正について
掛川市大東体育施設条例の一部改正について
東遠カルチャーパーク総合体育館条例の一部改正について
掛川市大須賀体育施設条例の一部改正について
平成 22 年度掛川市一般会計歳入歳出決算の認定について
平成 22 年度掛川市国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認
定について
平成 22 年度掛川市老人保健特別会計歳入歳出決算の認定に
ついて
平成 22 年度掛川市後期高齢者医療保険特別会計歳入歳出決
算の認定について
平成 22 年度掛川市介護保険特別会計歳入歳出決算の認定に
ついて
平成 22 年度掛川市公共用地取得特別会計歳入歳出決算の認
定について
平成 22 年度掛川駅周辺施設管理特別会計歳入歳出決算の認
定について
平成 22 年度掛川市公共下水道事業特別会計歳入歳出決算の
認定について
平成 22 年度掛川市農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算
の認定について
平成 22 年度掛川市浄化槽市町村設置推進事業特別会計歳入
歳出決算の認定について
平成 22 年度掛川市温泉事業特別会計歳入歳出決算の認定に
ついて

9 月定例会における議案の審議結果一覧
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海
岸
線
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帯
は
宮
城
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名
取
海
岸
と
似
て
い
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言
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れ
心
配
。
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
学

ん
だ
上
、
被
害
想
定
を
し
て
対
応

策
を
検
討
す
べ
き
と
思
う
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沿
岸
地
域
に
あ
る
企
業
が
、
避

難
階
段
等
設
置
す
る
場
合
、
市
民

皆
さ
ん
も
共
用
で
き
る
施
設
と
す

る
た
め
、
市
と
し
て
助
成
制
度
を

設
け
た
ら
ど
う
か
問
う
。

支
援
制
度
を
改
め
て

早
急
に
考
え
て
い
き
た
い

　

企
業
の
避
難
計
画
を
策
定
す
る

に
当
た
っ
て
、
実
質
的
に
避
難
タ

ワ
ー
、
あ
る
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は
避
難
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指
定
ビ
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よ
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し
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極
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南
部
地
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館
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今
後
三
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広
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統
合
と
広
域
避
難
所
機
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持

つ
施
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と
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考
え
た
い
と
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で
、
敷
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面
積
や
位
置
な
ど
を

考
え
た
場
合
、現
大
東
体
育
館
は
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そ
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の
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満
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て
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ろ
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か

り
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で
き
る
場
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で
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小
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発
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体
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ム
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て
、
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災
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た
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被
災
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屋
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自
助
の
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識
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特
に
津
波
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ま
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シ
テ
ィ
」
と
は
、
太
陽
光
や
風
力
で
の
発

電
な
ど
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
効
率
よ
く
使
い
、
環
境

負
荷
を
抑
え
る
次
世
代
環
境
都
市

閉館された大東体育館

津波でも残った希望の松（陸前高田市）

かけがわ 市議会だより 6K A K E G A W A



楽しい給食風景　食材の安全を求める

放
射
能
汚
染
か
ら
身
を
守
る
た
め

学
校
給
食
の
「
安
全
検
査
」
は

ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
等
を
活
用
し
た
、

ま
ち
づ
く
り
は

桒
原
通
泰
︵
三
和
会
︶

榛
葉
正
樹
︵
み
ど
り
の
会
︶

Q

Q

Q

QA

A

A

A

　
「
情
報
革
命
」
に
よ
り
、

ビ
ジ
ネ
ス
ス
タ
イ
ル
、
ラ

イ
フ
ス
タ
イ
ル
も
大
き
く
変
化
し

て
き
た
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、ま
た
、

地
域
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
の
ソ※

ー
シ
ャ
ル
メ

デ
ィ
ア
を
活
用
し
た
ま
ち
づ
く
り

の
ビ
ジ
ョ
ン
は
。

さ
ら
な
る
活
用
の

推
進
を
図
っ
て
い
く

　

単
に
情
報
交
換
を
主
と
す
る

サ
ー
ビ
ス
に
と
ど
ま
ら
ず
、
そ
の

時
々
に
応
じ
た
ツ
ー
ル
、
サ
ー
ビ

ス
で
柔
軟
な
対
応
を
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
。
運
用
に
向
け
て
、
研

究
・
検
討
を
進
め
て
い
る
。
ま
た
、

さ
ま
ざ
ま
な
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る

た
め
の
情
報
収
集
と
発
信
の
方
法

に
つ
い
て
も
研
究
を
進
め
て
い
る
。

現
在
の
社
会
状
況
に

合
わ
せ
た
学
童
保
育
施
設

の
充
実
を

　

少
子
化
や
核
家
族
が
進

行
し
家
庭
環
境
が
大
き
く

変
化
し
た
。「
子
育
て
支
援
」「
仕

事
と
子
育
て
の
両
立
」
の
観
点
か

ら
、
掛
川
市
の
学
童
保
育
の
あ
り

方
、
ま
た
、
施
設
整
備
を
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
の
か
、
伺
う
。

増
加
す
る
ニ
ー
ズ
に

対
し
、事
業
の
質
・
量
の

向
上
を
図
っ
て
い
く

　

学
童
保
育
所
は
、「
地
域
の
子

供
は
地
域
で
育
て
る
」
と
い
う
地

域
福
祉
の
視
点
に
基
づ
い
て
、
地

域
で
運
営
さ
れ
る
の
が
望
ま
し

い
。
ま
た
、
小
学
校
の
規
模
に
応

じ
た
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
施
設
改

修
や
整
備
を
計
画
し
て
い
る
。

【
他
の
質
問
事
項
】
ス
ポ
ー
ツ
施
設

整
備
に
つ
い
て

※
「
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
」
と
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を
利
用
し
て
個
人
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
促
進
す

る
サ
ー
ビ
ス
の
総
称

　

福
島
第
一
原
子
力
発
電

所
で
発
生
し
た
水
素
爆
発

で
静
岡
県
内
に
も
放
射
性
セ
シ
ウ

ム
に
よ
る
汚
染
が
発
生
し
、
食
品

に
対
す
る
「
安
全
性
」
が
注
目
さ

れ
た
。
将
来
を
担
う
子
供
達
の
健

康
を
保
障
す
る
の
は
私
た
ち
で
あ

り
、
そ
の
た
め
に
は
食
材
の
検
査

が
必
要
と
思
う
が
、考
え
を
伺
う
。

市
が
単
独
で
給
食
材
料
の

安
全
検
査
を
行
う
こ
と
は

考
え
て
い
な
い

　

厚
生
労
働
省
が
示
し
た
地
方
自
治

体
に
お
け
る
検
査
計
画
に
基
づ
き
実

施
す
る
よ
う
指
導
し
て
い
る
。
こ
れ

を
受
け
て
県
で
は
、
県
内
の
農
畜
水

産
物
三
十
六
品
目
の
放
射
性
物
質
の

検
査
を
順
次
実
施
し
て
い
る
。今
後
、

国
や
県
の
動
向
に
も
十
分
注
視
を
し

な
が
ら
、
安
全
で
安
心
な
学
校
給
食

の
提
供
に
努
め
て
い
く
。

公
共
交
通
の
あ
り
方
が

答
申
さ
れ
今
後
の

取
り
組
み
と
進
め
方
は

　

昨
年
末
公
共
交
通
あ
り
方

検
討
委
員
会
か
ら
答
申
さ
れ

た
改
善
事
項
と
今
後
の
取
り
組
み
と

進
め
方
に
つ
い
て
、
考
え
を
伺
う
。

路
線
バ
ス
に
か
わ
る
公
共
交
通

の
取
り
組
み
を
推
進
し
て
い
く

　

地
域
交
通
協
議
会
の
設
置
に
つ

い
て
は
、
和
田
岡
地
区
、
曽
我
地

区
に
お
い
て
協
議
会
を
立
ち
上
げ

協
議
を
進
め
て
い
る
。
運
行
基
準

に
つ
い
て
は
、
収
支
率
が
十
五
％

に
満
た
な
い
地
域
に
つ
い
て
地
域

交
通
協
議
会
を
立
ち
上
げ
、
検
討

し
て
い
く
。
デ
マ
ン
ド
型
乗
り
合

い
タ
ク
シ
ー
の
社
会
実
験
に
つ
い

て
は
、
平
成
二
十
四
年
一
月
か
ら

三
月
の
間
に
行
う
計
画
で
あ
る
。

【
他
の
質
問
事
項
】「
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー

特
別
措
置
法
」
と
今
後
の
電
力
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
「
地
産
地
消
」
に
つ
い
て

施設整備が必要とされる学童保育施設
（城北小たつのこクラブ）
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通称田園滑走路（原谷地内）

都市計画法　第５条
都市計画区域の定義
一体の都市として総合的に整備し、
開発し、及び保全する必要がある
区域を都市計画区域として指定す
るものとする。

※ 都市計画区域は開発する区域と開発
を抑制する区域を想定しており、線引
自治体では市街化区域と市街化調整
区域に区分します。

Q

QQ

Q A

A

A

A

都
市
計
画
税
は

開
発
・
保
全
を
わ
き
ま
え
た
課
税
を

サ
イ
ク
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
よ
る
観
光
振
興
を

柴
田
正
美
︵
共
産
党
掛
川
市
議
団
︶

草
賀
章
吉
︵
創
世
会
︶

　
「
受
益
は
都
市
計
画
区
域

全
域
」
の
当
局
見
解
は
誤

り
。
都
市
計
画
区
域
内
に
は
保
全

す
る
地
域
が
あ
り
、「
市
街
化
調

整
区
域
」
相
当
の
地
域
が
存
在
す

る
。
こ
う
し
た
所
に
課
税
し
て
は

な
ら
な
い
の
で
は
。

適
法
で
あ
り
妥
当
な
も
の

　

市
に
お
い
て
都
市
計
画
事
業
の

受
益
が
全
く
得
ら
れ
て
い
な
い
場

所
は
な
い
。
市
の
発
展
の
た
め
に

広
く
市
民
に
負
担
い
た
だ
く
考
え

は
、歴
代
の
議
会
が
認
め
て
お
り
、

適
切
に
課
税
さ
れ
て
き
た
も
の
で

あ
り
、
何
ら
問
題
は
な
い
。

浜
岡
原
発
は
永
久
停
止
・

廃
炉
に

　

京
都
大
学
の
故
瀬
尾
健

助
教
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
に
よ
る
と
、
Ｍ
九
・
〇
の
地
震
、

津
波
で
原
発
は
水
蒸
気
爆
発
な
ど

破
局
的
事
故
が
起
こ
れ
ば
、
掛

※

川

市
民
七
万
八
千
人
が
急
性
死
す

る
。
避
難
所
の
木
造
建
物
で
は
紙

で
止
ま
る
ア
ル
フ
ァ
線
以
外
、
放

射
線
は
す
べ
て
貫
通
す
る
。
市
民

に
責
任
あ
る
防
災
対
策
は
。
ヨ
ウ

素
剤
配
備
を
島
田
・
袋
井
市
並
み

に
増
や
す
べ
き
で
は
。

理
解
が
得
ら
れ
た
後
、

判
断
す
る
こ
と
で
あ
る

　

当
面
は
関
係
四
市
、
国
・
県
と

の
意
見
交
換
、
情
報
交
換
な
ど
を

通
じ
、
防
災
体
制
の
強
化
を
図
っ

て
い
く
。
ヨ
ウ
素
剤
は
本
来
は
県

が
追
加
配
備
す
べ
き
と
考
え
る

が
、
市
と
し
て
独
自
配
備
を
検
討

し
て
い
く
。

【
他
の
質
問
事
項
】
子
供
医
療
費
無

料
化
の
拡
大
を

※
故
瀬
尾
健
氏
著
書
「
原
発
事
故
…
そ
の
時
、あ
な
た
は
！
」

（
風
媒
社
）
掲
載
に
よ
る
被
害
想
定

　

サ
イ
ク
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム

は
自
然
や
環
境
と
の
共

生
、
健
康
志
向
、
地
域
に
あ
る

ふ
つ
う
の
風
景
が
貴
重
な
観
光

資
源
と
な
り
、
二
十
一
世
紀
の

生
き
方
、
暮
ら
し
方
に
合
う
。

掛
川
市
の
交
流
型
産
業
の
一
つ

と
し
て
推
進
す
べ
き
で
は
。

新
た
な
交
流
人
口
の

拡
大
を
目
指
す

　

中
東
遠
地
域
は
、
通
年
で
自
転

車
を
楽
し
め
る
気
候
で
あ
り
、
風

光
明
媚
な
景
観
、
適
度
な
起
伏
に

富
ん
だ
多
彩
な
道
が
あ
り
、
自
転

車
適
地
で
あ
る
掛
川
市
と
し
て
は
、

魅
力
あ
る
サ
イ
ク
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム

先
駆
け
の
都
市
と
し
て
、
掛
川
観

光
協
会
事
業
や
市
民
協
働
参
画
事

業
に
積
極
的
に
支
援
を
し
て
い
く
。

市
職
員
の
応
対
に
対
す
る

市
民
満
足
度
の
向
上
対
策
を

　

行
政
サ
ー
ビ
ス
に
市
民

の
期
待
は
大
き
い
。
し
か

し
職
員
応
対
が
不
親
切
、
マ
ニ
ュ

ア
ル
通
り
の
受
け
答
え
、
冷
た

い
、
心
を
感
じ
な
い
な
ど
苦
情

を
耳
に
す
る
。
苦
情
を
生
か
す

仕
組
み
づ
く
り
を
す
べ
き
で
は
。

研
修
や
各
セ
ク
シ
ョ
ン
で
の

討
議
を
推
し
進
め
て
い
る

　

市
庁
舎
に
は
「
目
安
箱
」
を
設

置
し
て
お
り
、
御
意
見
を
い
た
だ

い
て
い
る
。そ
れ
を
す
べ
て
確
認
、

評
価
を
す
る
と
と
も
に
、
関
係
部

署
に
指
示
を
行
っ
て
い
る
。
そ
の

他
、
職
員
に
対
す
る
御
意
見
等
に

つ
い
て
は
、人
事
担
当
を
中
心
に
、

対
応
や
調
整
と
と
も
に
評
価
、
検

証
を
行
っ
て
い
る
。

【
他
の
質
問
事
項
】
第
一
次
掛
川
市

総
合
計
画
の
中
間
総
括
に
つ
い
て
、

市
民
活
動
日
本
一
へ
の
具
体
策
実
施

に
つ
い
て
、
中
学
校
の
教
科
書
選
定

に
つ
い
て
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城北小付近の通学路

Q

QA

A 世
界
一
危
険
な
浜
岡
原
発
は
永
久
停
止
、
廃
炉
に

川
瀬
守
弘
︵
共
産
党
掛
川
市
議
団
︶

　

浜
岡
原
発
は
東
海
大
地
震

の
想
定
震
源
域
の
真
上
に

建
っ
て
い
る
。
地
盤
隆
起
、
地
殻
変

動
が
直
下
で
起
こ
れ
ば
、
た
と
え
原

発
が
頑
丈
に
作
ら
れ
て
い
て
も
、
地

面
そ
の
も
の
が
破
壊
さ
れ
、
無
数
の

配
管
や
装
置
の
か
た
ま
り
で
あ
る

原
発
プ
ラ
ン
ト
の
破
壊
は
免
れ
な

い
と
考
え
る
が
見
解
を
伺
う
。

し
っ
か
り
と

理
解
が
得
ら
れ
た
の
ち

判
断
す
る
こ
と
で
あ
る

　

今
後
三
十
年
以
内
に
Ｍ
八
程
度

の
東
海
地
震
が
発
生
す
る
可
能
性

が
八
十
七
％
で
あ
る
こ
と
や
、
浜

岡
原
子
力
発
電
所
に
お
い
て
震
度

六
強
の
地
震
が
発
生
す
る
可
能
性

が
極
め
て
高
い
こ
と
は
認
識
し
て

お
り
、
Ｍ
九
の
地
震
・
津
波
に
耐

え
る
安
全
性
が
必
要
で
あ
る
。

学
校
施
設
、
公
共
施
設
の

耐
震
化
、
避
難
路
整
備
が

急
が
れ
る

　

東
海
地
震
対
策
で
広
域
避

難
所
と
な
る
学
校
施
設
、
公

共
施
設
の
耐
震
化
、
避
難
路
整
備
、

通
学
路
安
全
対
策
が
急
務
と
考
え

る
が
見
解
を
伺
う
。

非
常
に
重
要
で
あ
り
常
に

見
直
し
を
図
っ
て
い
く

　

広
域
避
難
所
は
、
市
内
四
十
二

ケ
所
に
設
置
さ
れ
て
お
り
、
国
の

耐
震
基
準
を
上
乗
せ
し
た
県
の
基

準
を
満
た
す
よ
う
計
画
的
に
耐
震

補
強
を
実
施
し
て
い
く
。
広
域
避

難
所
に
通
じ
る
避
難
路
及
び
通
学

路
の
整
備
は
、
災
害
時
の
安
全
性

の
確
保
等
非
常
に
重
要
で
あ
る
の

で
、
自
主
防
災
会
等
の
意
見
を
踏

ま
え
て
、見
直
し
を
図
っ
て
い
く
。

【
他
の
質
問
事
項
】
新
病
院
・
地
域

医
療
に
つ
い
て

火葬場建築工事が始まりました
　昭和 53 年６月から業務を続けてきました、東遠地区聖苑組合（掛川市・菊川市で構成）火葬場
が３３年経過し、老朽化により全面建てかえされることとなりました。８月 24 日に行われました
組合議会において、建築工事に関わる請負契約が議決され、工事が始まりましたので、工事概要に
ついてお知らせします。

【工事概要】
（１）工事場所 菊川市西方地内（現火葬場隣接地）
（２）概算事業費 25億 5,600万円（平成23年３月末現在）
（３）工事内容 ● 火葬場・待合室 （鉄筋コンクリート造（一部鉄骨造り）２階建）
 　● 建築面積 3,507.7㎡ (延べ床面積3,587.9㎡ )
 　● 車庫・ポンプ室・外溝・植栽工事
 　● 火葬炉設備工事（一般炉６炉・動物炉１炉）
 ● 機械設備工事一式
 ● 電気設備工事一式
（４）完成予定　　平成25年２月末
（５）業務開始　　平成25年４月
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各常任委員会の現状と課題
　

総
務
所
管
事
項
の
重
要
課
題
は
財
政
と
安
全
・
安

心
問
題
で
あ
り
ま
す
。
三
月
十
一
日
の
未
曾
有
の
東

日
本
大
震
災
に
よ
る
、
地
震
、
津
波
、
そ
れ
に
伴
う

原
発
事
故
、
ま
た
台
風
等
に
よ
る
自
然
災
害
の
多
発

は
今
後
の
私
た
ち
に
大
き
な
試
練
を
与
え
て
い
ま

す
。

　

掛
川
市
財
政
も
健
全
化
判
断
比
率
は
多
少
改
善

さ
れ
た
も
の
の
、
財
政
力
指
数
は
、
単
年
度
〇
・

八
八
〇
、三
年
間
の
平
均
値
〇
・
九
七
七
と
い
ず
れ

も
前
年
度
よ
り
低
下
し
、
税
収
も
落
ち
込
ん
で
い
ま

す
。
一
方
財
政
需
要
は
増
大
し
、
厳
し
い
財
政
運
営

を
余
儀
な
く
さ
れ
、
健
全
な
行
財
政
運
営
に
努
力
が

必
要
で
す
。
い
ず
れ
に
し
て
も
今
後
の
重
要
課
題
は

災
害
等
に
対
す
る
防
災
力
の
強
化
、
原
発
の
安
全
性

を
含
め
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
な
ど
が
山
積
し
て
お
り

ま
す
。
当
委
員
会
は

諸
課
題
に
、
冷
静
か

つ
前
向
き
に
対
処
し
、

風
評
等
に
惑
わ
さ
れ

る
こ
と
な
く
、
科
学

的
検
証
に
努
め
、
一

日
も
早
く
こ
の
状
況

を
打
破
す
べ
く
議
論

を
深
め
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

大東支所にて防災力の強化を検討する

総
務
委
員
会

委
員
長

　水
野

　薫 

　

健
全
な
行
財
政
運
営
と
安
全
、

　
　
　
　安
心
対
策
の
確
立
を

環
境
産
業
委
員
会

委
員
長

　山
﨑
惠
司 

　

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
と

　
　
　
　
　
　
　明
る
い
未
来

　

三
月
十
一
日
の
東
日
本
大
震
災
の
津
波
に
よ
る
福
島
第

一
原
子
力
発
電
所
の
事
故
に
伴
い
、
中
部
電
力
浜
岡
原
子

力
発
電
所
が
地
震
対
策
の
向
上
を
図
る
た
め
稼
働
停
止
を

余
儀
な
く
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
当
市
の
電
力
需
給
に
大

き
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
掛
川
市
は
全
庁
を
あ
げ
て
省
エ
ネ
・
節
電

に
取
り
組
ん
で
お
り
、
市
民
・
企
業
に
お
い
て
も
、
そ
れ

ぞ
れ
の
事
情
に
あ
わ
せ
た
対
策
を
と
る
と
と
も
に
省
エ
ネ

に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
現
在
は
、
省
エ
ネ

に
加
え
て
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
み
ず
か
ら
創
り
出
す
、
創
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
時
代
で
あ
り
、
住
宅
用
太
陽
光
発
電
の
全
戸

設
置
の
進
捗
率
の
上
昇
に
比
例
し
て
明
る
い
未
来
と
な
る

こ
と
を
望
む
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

な
お
、
財
政
状
況
は
依
然
と
し
て
厳
し
い
が
、
合
併
後

の
最
重
要
施
策
の
一
つ
で
あ
る
南
北
幹
線
道
路
整
備
は
、

限
ら
れ
た
予
算
を
有
効
に
活
用
す
る
よ
う
選
択
と
集
中
に

よ
り
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
国
道
一
号
二
瀬
川
交

差
点
で
は
、
待
望
さ
れ
た
右
折
レ
ー
ン
が
暫
定
で
は
あ
る

が
整
備
さ
れ
る
こ
と
と
な

り
、
さ
ら
に
東
遠
地
区
聖
苑

組
合
の
火
葬
場
建
設
工
事
も

開
始
が
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
。

　

環
境
産
業
委
員
会
に
課

せ
ら
れ
た
課
題
・
問
題
は
多

く
か
つ
多
岐
に
渡
る
が
、
引

き
続
き
検
討
を
重
ね
て
い

き
ま
す
。

二瀬川交差点

文
教
厚
生
委
員
会

委
員
長

　大
庭
博
雄 

　

福
祉
・
健
康
は

　「住
み
よ
い
ま
ち
」
の
原
点

地域の健康・医療を支援している
（東部ふくしあ）

　

東
日
本
大
震
災
は
、「
豊
か
さ
・
利
便
性
」
か
ら
「
安
全
・

安
心
」
へ
と
国
民
の
価
値
観
を
変
え
ま
し
た
。
市
民
の

生
活
を
守
る
た
め
、
市
で
は
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で

い
る
か
を
考
え
て
み
ま
し
た
。

　

東
海
地
震
か
ら
市
民
を
守
る
た
め
に
、
耐
震
強
度
が

十
分
で
な
い
大
東
・
大
須
賀
体
育
館
の
貸
し
出
し
を
十

月
か
ら
中
止
し
、
小
・
中
学
校
の
校
舎
・
体
育
館
（
十
一

校
）
の
補
強
工
事
を
優
先
し
て
実
施
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

　

ま
た
、
健
康
・
医
療
の
「
安
全
・
安
心
」
を
守
る
た

め
、開
所
一
年
に
な
る
「
東
部
ふ
く
し
あ
」
に
加
え
、「
南

部
大
須
賀
ふ
く
し
あ
」
が
十
月
三
日
、「
南
部
大
東
ふ
く

し
あ
」
は
来
年
一
月
〜
二
月
に
開
所
し
ま
す
。
そ
し
て
、

市
立
総
合
病
院
跡
に
は
「（
仮
称
）
希
望
の
丘
構
想
」
が

検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
こ
で
は
、
特
別
支
援

学
校
（
県
立
）
後
方
支

援
病
院
（
民
間
）
等
の

設
置
が
計
画
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

市
民
の
生
活
に
密
着

し
「
安
全
・
安
心
」
を

守
る
こ
と
は
、
当
委
員

会
の
重
要
な
課
題
の
一

つ
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。
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防 災 対 策 特 別 委 員 会

議会基本条例制定特別委員会

　東日本大震災を教訓に、今後
発生が予想されている東海地震
の対策に主眼をおいて、市民の生
命・財産を守るために、何が必要
か、何ができるか、防災の各種対
策や取り組みについて検証及び
調査研究を行っています。
  委員会では、防災担当課から、市
の防災計画の現状とこれまでの経緯、津波対策、木
造住宅の耐震補強と家具の転倒防止の取り組み等に
ついて説明を受け、会議を開催してまいりました。
　静岡県の第３次被害想定では安政大地震をもと
に策定され、当時の津波の記録から考えると、当市
の海岸には 10メートルほどの砂丘があり、津波に
よる人的被害はないと考えられていました。しか
し、見直しが予定されている第４次被害想定の策

定結果が公表されれば、これに基
づき検討する必要があると考えて
います。
　また、７月６日、７日の両日、防
災対策特別委員会委員で、宮城県名
取市を初め、石巻市の被災地の状況
を視察しました。
  津波による沿岸被災地の状況も悲

惨でありましたが、リーダーの活躍や避難訓練に
よって、命が助かったという貴重なお話しを伺い、
今後、自主防災のあり方や役割は、ますます重要で、
行政と自主防災会との連携訓練、救護所訓練も必要
となり、かつ大事なことであると思われます。
　今後、ライフライン・液状化・土砂災害の防止
対策等についても研究・検討していく予定であり
ます。

　掛川市議会では、平成 19年
度の「議会活性化特別委員会」
に引き続き、昨年度「議会改
革検討特別委員会」を設置し、
議会改革に取り組んでまいり
ました。そして、昨年度の委
員会では、議会基本条例の制
定や一問一答制の導入、議長交際費と政務調査費の
公開などの提言が行われ、今年度、当委員会が設置
されました。
　議会基本条例は、自治に基づく地方議会の基本原
則を定める条例で、議会の最高規範となるものであ
り、当議会では「市民に親しまれる議会」を目指し、
地方分権に対応できる議会へ改革していくため策
定することになりました。市民により開かれた市
議会とするために、議会及び議員の活動原則、市民

と議会の関係、議会と行政の関
係などを明らかにしていくもの
であります。
　当委員会では、これまで作業
部会を設置し、条例の素案の検
討を行うほか５回の会議を開催
し、制定までのスケジュールや

条例の構成案（骨子）について協議してまいりまし
た。また、議員全員に関わることであるため、委員
会以外の議員にも共通の認識を持っていただくよ
う、議員同士の報告会も行うほか、昨年に引き続き、
基本条例についての講演会を開催し、全議員対象に
勉強会を行います。
　今後、市民の声を反映するため、ホームページ上
でパブリックコメントを求めたり、市民や行政との
意見交換を行い、早期の制定を目指してまいります。

特定の案件を審査するために今年度設置された防災対策特別委員会及び議会基本条例制
定特別委員会は、それぞれのテーマに基づき、半年間検討を行ってきました。これまでの
検討内容について、中間報告を掲載いたします。

特別委員会中間報告

閖
ゆりあげ

上地
ち く

区日
ひ よ り や ま

和山にて

条例の素案を検討
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７月
 19日 ● 防災対策特別委員会
  ● 議会基本条例制定特別委員会
 21日 ● 市議会全員協議会
  ● 議会運営委員会
 25日～ 27日
  ● 文教厚生委員会行政視察
   （横手市、秋田市、花巻市）
 26日～ 28日
  ● 環境産業委員会行政視察
   （十和田市、仙北市、
   釜石市ほか２市被災地）
８月

 1日 ● 東遠学園組合議会
 2日 ● 東遠工業用水道企業団議会

 4日～ 5日
  ● 議員東京研修
 8日 ● 環境産業委員会協議会
  ● 文教厚生委員会協議会
 9日 ● 静岡県市町議会議員研修会
 10日～ 11日
  ● 議会だより編集特別委員会
   行政視察（戸田市、武蔵野市）
 15日 ● 新病院建設・
   地域医療対策特別委員会
 17日 ● 議会基本条例制定特別委員会
 18日 ● 小笠老人ホーム施設組合議会
 19日 ● 市議会全員協議会
  ● 防災対策特別委員会
 22日 ● 掛川市・菊川市衛生施設組合議会
 23日 ● 東遠広域施設組合議会
 24日 ● 東遠地区聖苑組合議会
  ● 掛川市・袋井市新病院建設事務
   組合議会

 29日 ● 議会運営委員会
  ● 議員懇談会
９月

 5日～ 30日
  ● 掛川市議会第４回（９月）
   定例会
 8日 ● 議会だより編集特別委員会
 22日 ● 市議会全員協議会
 27日 ● 議会だより編集特別委員会
 28日 ● 防災対策特別委員会
 29日 ● 議会基本条例制定特別委員会
10月

 4日～ 6日
  ● 総務委員会行政視察
   （奥州市、日本原燃再処理施設、
   青森市）
 11日 ● 議会だより編集特別委員会

　九
月
の
市
議
会
定
例
会
を

傍
聴
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
三
月
の
東
日
本
大
震
災

に
関
連
し
た
掛
川
市
と
し
て

の
対
応
・
対
策
の
質
疑
が
多

か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　傍
ら
に
福
島
原
発
よ
り
規

模
の
大
き
な
浜
岡
原
発
を
抱

え
る
掛
川
の
一
市
民
と
し
て

は
、
最
大
の
関
心
事
で
あ
り
、

緊
張
し
て
聞
き
入
り
ま
し
た
。

あ
ま
り
に
も
大
き
な
問
題
で

す
が
、
こ
の
機
を
捉
え
て
是

非
議
論
を
重
ね
、
一
つ
ず
つ

解
決
し
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
議
場
で
の
一
般

質
問
に
は
、
質
問
者
、
答
弁

者
共
に
、
平
常
時
と
は
異
な
っ

傍

聴

席

　市
議
会
だ
よ
り
は
、
市
民
の
皆
さ
ま
と

情
報
共
有
す
る
た
め
の
大
切
な
ツ
ー
ル
の

一
つ
と
し
て
、
委
員
八
人
で
わ
か
り
や
す

さ
を
追
求
し
日
々
、
取
り
組
ん
で
お
り
ま

す
。
当
委
員
会
の
特
色
と
し
て
は
、
編
集

に
関
わ
る
こ
と
す
べ
て
を
委
員
で
行
う
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　編
集
に
当
た
り
、
常
に
心
が
け
て
い
る

こ
と
は
、「
魅
せ
る
」
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

議
会
報
告
と
い
う
も
の
は
専
門
用
語
が
多

く
、
わ
か
り
づ
ら
い
点
が
多
々
あ
り
ま
す

の
で
、
用
語
説
明
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

写
真
の
使
い
方
か
ら
、
文
字
数
や
フ
ォ
ン

ト
の
調
整
、
レ
イ
ア
ウ
ト
、
時
に
は
気
に

な
る
最
新
の
話
題
の
取
材
等
々
、
委
員
全

員
で
工
夫
を
凝
ら
し
な
が
ら
編
集
し
て
お

り
ま
す
。
今
後
も
一
人
で
も
多
く
の
市
民

の
皆
さ
ま
が
手
に
と
っ
て
い
た
だ
け
る
よ

う
な
市
議
会
だ
よ
り
を
お
届
け
い
た
し
ま

す
の
で
、
ご
意
見
、
ご
感
想
を
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。

　議
会
だ
よ
り
編
集
特
別
委
員
会

　
　
　
　
　
　副
委
員
長

　榛
葉
正
樹

【１１月】
 30日 本会議
  （議案の提案説明）

【12月】
 8日 本会議（一般質問）
 9日 本会議（一般質問）
 12日 本会議
  （議案質疑、委員会付託） 
  常任委員会
 15日 常任委員会協議会
 22日 本会議
  （委員長報告、質疑、
  討論、採決 )

た
雰
囲
気
が
加
わ
り
臨
場
感

が
あ
り
ま
し
た
。
勉
強
不
足

の
私
に
は
、
聞
き
慣
れ
な
い

言
葉
も
多
く
、
難
し
い
内
容

で
し
た
。
質
問
者
は
担
当
の

情
報
収
集
を
し
た
り
勉
強
を

し
、
努
力
し
て
こ
そ
で
き
る

ん
だ
な
と
思
い
ま
し
た
。

　今
社
会
は
、
内
外
共
に
厳

し
い
時
代
で
す
。
雇
用
を
初

め
と
し
て
、
よ
り
安
定
し
た

生
活
環
境
の
実
現
に
向
け
て
、

活
発
な
討
議
が
行
わ
れ
る
こ

と
を
期
待
い
た
し
ま
す
。

　今
後
も
私
た
ち
が
選
ん
だ

議
員
の
方
々
に
は
さ
ら
な
る

活
躍
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

藤
田 

美
知
子

　

（
下
土
方
地
区
）

議 会 日 誌

編

集

後

記

 

11月定例会の予定
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